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政
府
の
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
は
四
月

一
四
日
、
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
新
た
な
産
業
と
捉
え
、
実

用
化
に
向
け
加
速
化
を
図
る
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
」
を
決
定
し
た
。

　

同
戦
略
で
は
、
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
豊
富
な
燃
料
、
固
有
の
安
全
性
、
環
境

保
全
性
の
特
長
を
あ
げ
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
地
球
環
境
問

題
を
同
時
に
解
決
す
る
」
と
強
調
。
欧
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
の
一
般
的
呼
称
を
踏
ま
え
、「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
表
現
。
今
後
十
年
を
見
据
え
、「
技
術
的
優
位
性
を
活
か
し

て
市
場
の
勝
ち
筋
を
つ
か
む 

“
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
産
業
化
”
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
に
向
け
て
は
現
在
、
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
イ
ー
タ
ー
）
計
画
」
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
日
本
も
超
伝
導
ト
ロ
イ
ダ
ル
磁
場
コ
イ
ル
の
物

納
な
ど
を
通
じ
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
今

回
の
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
で
は
、

今
後
の
建
設
進
展
に
伴
う
調
達
減
少
で
需
給
縮
小
・
空
白
期

間
が
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
。
そ
の
上
で
、
発
電
実
証
を
行
う

原
型
炉
開
発
へ
の
民
間
企
業
参
画
を
見
据
え
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
育
成
戦
略
」
を
提
唱
し
た
。
そ
こ
で

は
、「
見
え
る
」、「
繋
が
る
」、「
育
て
る
」
を
三
本
柱
に
、
現
在
、

文
部
科
学
省
の
作
業
部
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
二
○

五
○
年
頃
と
し
て
い
る
発
電
実
証
時
期
を
「
で
き
る
だ
け
早

く
明
確
化
す
る
」
こ
と
や
、
他
分
野
技
術
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
場
と
な
る
「
一
般
社
団
法
人
核
融
合
産
業
協
議
会
」（
仮

称
、
既
存
の
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
発
展
的
に

改
組
）
の
年
度
内
設
立
、
安
全
規
制
に
関
す
る
議
論
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
振
興
技
術
の
支
援
強
化
、
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
を
所
管
す
る
高
市

早
苗
・
内
閣
府
科
学
技
術
政
策
担
当
相
は
、
同
日
の
閣
議
後

記
者
会
見
で
、「
政
府
に
お
け
る
司
令
塔
を
担
う
立
場
か
ら
、

関
係
省
庁
と
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
政
策
手
段
を
総
動
員
し
、

産
学
官
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
着
実
に
戦
略
を
実
行
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
、
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
に

関
係
す
る
偉
大
な
作
家
（
そ
の
一
）
を
紹
介
し
た
い
。
一
八

○
五
年
に
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
、南
ボ
ヘ
ミ
ア
の
オ
ー
バ
ー

プ
ラ
ー
ン
に
生
ま
れ
た
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー

は
、
十
二
歳
の
時
に
父
が
車
の
事
故
で
死
去
。
以
後
祖
父
の

仕
事
の
手
伝
い
に
励
む
が
、
一
九
年
に
ク
レ
ー
ム
ミ
ュ
ン
ス

タ
ー
に
あ
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
学
校
に
入
り
七
年
間

学
ぶ
。
二
六
年
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
入
り
法
学
を
専
攻
す
る

が
、
自
然
科
学
の
講
義
も
取
り
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
、

演
劇
、
美
術
な
ど
に
触
れ
、
自
分
は
画
家
に
な
る
べ
き
人
間

だ
と
考
え
て
い
た
。
生
計
の
た
め
家
庭
教
師
と
し
て
上
流
階

級
の
家
に
も
出
入
り
し
、
優
れ
た
教
師
と
し
て
評
判
を
と
っ

た
。
の
ち
に
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
子
息
の
教
師
も
務
め
た
。

絵
画
制
作
に
熱
心
に
励
み
、
し
だ
い
に
絵
の
買
い
手
も
つ
く

よ
う
に
な
り
展
覧
会
に
も
出
品
。
四
○
年
に
あ
る
男
爵
夫
人

を
訪
れ
て
い
た
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
は
、
そ
の
家
の
娘
に
よ
っ

て
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
丸
め
て
突
っ
込
ん
で
あ
っ
た
書
き
か
け
の

短
編
の
原
稿
を
発
見
さ
れ
、
こ
の
作
品
「
コ
ン
ド
ル
」
が
男

爵
夫
人
に
よ
っ
て
『
ウ
ィ
ー
ン
芸
苑
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て

好
評
を
得
、文
学
作
品
の
継
続
的
な
執
筆
を
始
め
た
。
ウ
ィ
ー

ン
時
代
に
『
習
作
集
』、
リ
ン
ツ
移
住
後
は
小
学
校
視
学
官
に

従
事
し
つ
つ
、
余
暇
に
執
筆
活
動
を
続
け
、『
石
さ
ま
ざ
ま
』、

『
晩
夏
』、『
ヴ
ィ
テ
ィ
コ
ー
』
な
ど
を
出
版
。
あ
り
ふ
れ
た
人
々

の
日
常
的
な
行
為
に
あ
ら
わ
れ
た
、
質
素
・
節
度
・
克
己
を

小
説
の
題
材
と
し
て
選
ん
だ
。
ニ
ー
チ
ェ
は
、『
晩
夏
』
を

「
繰
り
返
し
読
ま
れ
る
に
値
す
る
ド
イ
ツ
一
九
世
紀
後
半
の
優

れ
た
散
文
で
あ
る
」
と
絶
賛
。
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
、「
シ
ュ

テ
ィ
フ
タ
ー
は
世
界
文
学
の
最
も
注
目
す
べ
き
、
最
も
奥
深

い
、
最
も
内
密
な
大
胆
さ
を
持
つ
、
最
も
不
思
議
な
感
動
を

与
え
る
小
説
家
の
一
人
」
と
賞
賛
し
て
い
る
。

　

一
方
、
一
八
八
八
年
に
香
川
県
高
松
に
生
ま
れ
た
菊
池
寛

は
、幼
少
期
よ
り
旺
盛
な
読
書
家
で
あ
っ
た
。
家
が
貧
し
か
っ

た
た
め
、
高
等
小
学
三
年
生
の
時
は
教
科
書
を
買
っ
て
も
ら

え
ず
、
友
人
か
ら
教
科
書
を
借
り
て
書
き
写
し
た
。
高
松
中

学
校
で
は
記
憶
力
が
良
く
、
特
に
英
語
が
得
意
で
外
国
人
教

師
と
対
等
に
英
会
話
が
で
き
た
。
中
学
卒
業
後
、
成
績
優
秀

に
よ
り
学
費
免
除
で
東
京
高
等
師
範
学
校
へ
進
む
も
、
本
人

は
教
師
に
な
る
気
が
な
く
、
テ
ニ
ス
や
芝
居
見
物
ば
か
り
し

て
い
た
た
め
除
籍
処
分
。
地
元
の
素
封
家
に
見
込
ま
れ
て
養

子
縁
組
に
よ
り
明
治
大
学
法
科
に
入
学
す
る
も
三
ヶ
月
で
退

学
。
父
親
の
借
金
に
よ
り
一
九
一
○
年
、
第
一
高
等
学
校
に

入
学
。
同
期
に
は
後
に
親
友
と
な
る
芥
川
龍
之
介
が
い
た
。

卒
業
直
前
に
盗
品
と
知
ら
ず
マ
ン
ト
を
質
入
れ
し
た
の
が
原

因
で
退
学
。
そ
の
後
、
友
人
の
実
家
か
ら
援
助
を
受
け
て
京

都
帝
国
大
学
文
学
部
英
文
学
科
に
入
学
。
萬
朝
報
の
懸
賞
に

応
募
し
た
短
編
小
説
『
禁
断
の
木
の
実
』
が
当
選
。
芥
川
、

久
米
ら
の
好
意
に
よ
り
第
三
次
新
思
潮
創
刊
同
人
と
な
り
、

戯
曲
を
発
表
。
京
大
卒
業
後
は
、
上
京
し
て
芥
川
ら
と
夏
目

漱
石
の
木
曜
会
に
出
席
。
時
事
新
報
社
会
部
記
者
と
な
り
、

第
四
次
新
思
潮
に
『
父
帰
る
』
を
発
表
。
一
八
年
、
中
央
公

論
に
発
表
し
た
『
無
名
作
家
の
日
記
』
な
ど
が
高
く
評
価
さ

れ
文
壇
で
の
地
歩
を
築
く
。
時
事
新
報
を
退
社
し
執
筆
活
動

に
専
念
。
人
生
観
や
思
想
を
基
盤
と
し
た
明
快
な
主
題
を
打

ち
出
し
た
テ
ー
マ
小
説
が
特
徴
。
大
阪
毎
日
新
聞
・
東
京
毎

日
新
聞
に
連
載
し
た
大
衆
小
説
『
真
珠
夫
人
』
が
大
評
判
と

な
り
、
こ
れ
以
降
は
通
俗
小
説
で
健
筆
を
ふ
る
っ
た
。
二
三

年
、
若
手
作
家
の
た
め
に
雑
誌
、
文
藝
春
秋
を
創
刊
。
三
五

年
に
は
芥
川
賞
と
直
木
賞
を
創
設
。
文
藝
春
秋
が
戦
争
に
協

力
し
た
と
し
て
、戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
公
職
追
放
さ
れ
る
も
「
戦

争
に
な
れ
ば
国
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
の
が
国
民
の
務
め

だ
」
と
い
き
ど
お
っ
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
の
小
説
は
読
む
機
会
が

な
か
っ
た
が
、菊
池
寛
は
い
く
つ
か
読
ん
だ
。学
生
時
代
の
デ
ー

ト
時
に
、
戯
曲
『
父
帰
る
』
の
台
詞
「
親
は
な
く
て
も
子
は

育
つ
」
と
言
っ
た
ら
「
そ
の
よ
う
な
話
な
の
？
」
と
あ
き
ら

れ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る

偉
大
な
作
家
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
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京
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会見を行う高市大臣
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